
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会プログラム 

と き 平成29年1月25日（水）12：15 

ところ 一宮商工会議所 3F 

例会担当 会員増強・会則・FWT委員会 

 

お客様のご入場 

開会のゴング 

国旗に礼  

国歌「君が代」斉唱  

「ライオンズ・ヒム」斉唱  

「ライオンズの誓い」唱和  

「クラブスローガン」唱和  

お客様のご紹介    

会長挨拶  

各委員会報告 

幹事報告  

スピーカーの時間  

アテンダンス報告  

テールツイスター報告  

「また会う日まで」斉唱  

ライオンズローア 

閉会のゴング 

お客様のご退場  

 

次の理事会（第15回） 

と  き  平成29年2月8日(水) 16：00 
ところ 一宮商工会議所 402 

 

次の例会（第1448回） 

と  き  平成29年2月8日(水) 18：00 
ところ グランコート名古屋 

名古屋市中区金山町1-1-1 
TEL 052-683-4111 
 

●バスは用意しませんので、各自直行にて 
お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スピーカーのご紹介 

 
表情筋トレーニングスペシャリスト 

山
やま

田
 だ

万
 ま

希
 き

子
 こ

様 

◎テーマ 「笑顔が変われば人生が変わる！」 

◎プロフィール 
1974年10月生まれ 
金城学院大学・名古屋文化短期 
大学非常勤講師の他、セミナー 
講師、企業研修、ブライダル、 
モデル研修、トークショー、ラ 
ジオ番組出演、メディアの仕事 
のほか、表情筋グッズの商品アドバイザー、 
美顔器の監修等。 
2016年より笑顔美人アカデミーを主宰し、 
プロの育成を行なっている。 
ー笑顔は幸せを呼ぶ魔法の力ー 
顔分析学(黄金比率)・骨格・心理学・人相学の 
4つのベースに基づいた表情筋トレーニングに 
小顔リンパマッサージと顔ツボを取り入れた 
MAKIKO式ビューティーメソッド。 
フードコンシェルジュ・笑顔美人フォトグラフ 
ァーとしても活動中。 

 

 

第1446回例会アテンダンス報告 

会員数 181名   家 族 会 員  85名 

例会出席対象会員数  96名 

出席者 67名 (メーク・アップ  1名) 

出席率 70％ 

 

 

 
 
 

LIONS  CLUBS  INTERNATIONAL  DISTRICT  334-A 
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一宮ライオンズクラブ 
国際会長テーマ 「次なる山を目指して」 

一宮LCスローガン 「60年 夢と希望に ウィ・サーブ」 
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第1446回例会ドネーション・ファイン 

                  

◎ドネーション                    168,000  

L 山中一史 Y C E 無事帰国・研修終了 30,000 

L 野村政司 新年皆様にお目にかかれた喜び 20,000 

L 西尾建一郎 〃 10,000 

辰 守弘宮司 ス ピ ー カ ー の お 礼 10,000 

L 楠田晴明 還 暦 祝 い 10,000 

L 松山 栄 シェブロン賞在籍 30 年 10,000 

L 下田心一 シェブロン賞在籍 25 年 5,000 

L 尾上幸正 〃 5,000 

L 春日井 修 〃 5,000 

L 則竹正孝 年末家族会アトラクションお礼 5,000 

L 佐藤 彰 年末家族会ご協力お礼 5,000 

L 杉山幸紀夫 シェブロン賞在籍 15 年 3,000 

L 佐藤克巳 シェブロン賞在籍 10 年 3,000 

1月誕生11名 誕 生 祝 33,000 

 写 真 代 14,000 

◎ファイン                                 0 
  

ドネーション・ファイン累計         1,194,000 

 

 

第 13 回理事会報告  

と き 平成29年1月11日(水)10：30 

ところ 真清田神社 参集殿 

出席者 

L 野村 L石黒 L伊藤 L五藤 L西尾 

L立川 L大山 L石川 L佐藤(彰) L岡﨑 

L佐藤(正)  L中沢 L阿部  L田中(幸） L杉山 

L井尾 L朝比奈 L坂本 L加藤(良) L日沖 

L吉田 L戸﨑 L松山 L青山 L下田 

L山中 L大島    

議 題 

１．指名委員会（12/14）報告 
  指名委員長L石黒 薫より 

①次期3R・1Z・ZCについて 

L大山恭範が選出、承認された。 

②次期3R五献委員について 

L野村政司が選出、承認された。 
 

２．３Ｒ第３回LQ・薬物乱用防止・レオ委員長会（12/16）
報告   
LQ・薬物乱用防止・レオ委員長L立川智浩より 

①2/11の講演会の各クラブの役割や現状報告がされ, 

当クラブの担当は駐車場係。 

②講演会の招待チケット 80 枚の会員への希望募集が
された。 

 
３．３Ｒ第２回献眼・献腎・献血・骨隋移植推進・聴覚委員

長会（12/22）報告  
四献推進・アイヘルス・聴覚委員長L吉田憲司より 

①各クラブの上半期の活動報告が行われ、地区献眼・
献腎・献血・骨隋移植推進・聴覚委員長L山田新義
より当クラブの献血活動への賞賛のお言葉を頂いた。 

②手話への協力を求められ、手話講習会等を行ってほ
しいと要望された。 

 
４．年末家族例会（12/23）決算報告 

計画委員長L佐藤 彰より 

決算報告が提出され承認された。 

  年末家族会は例会報№13に掲載。 
 

５．財務委員会（1/6）報告 
財務委員長L青山吉光より 

上半期収支決算報告が提出され承認された。 
 

６．会員増強・会則・ＦＷＴ委員会（1/11）報告 
会員増強・会則・FWT委員長L大山恭範より 

①不在会員希望者について 

L志村英俊より不在会員の申請書が提出され承認さ
れた。また、ご子息L志村圭哉の家族会員退会が承
認された。 

②退会希望者について 

L加藤裕紀より退会届が提出され承認された。 
 

７．その他 
①結成60周年記念大会DVDが届き、会員に配布。 

②NP愛知家族会の講演が2/12にウィル愛知にて開催
される、参加希望者の呼びかけがあった。 

 

次期会長・幹事ご紹介 

 一宮サウス LC 次期会長 L 杉
すぎ

本
もと

敏
とし

之
ゆき

    

  次期幹事 L 野
の

村
むら

一
かづ

磨
ま

   

尾 西 LC 次期会長 L 橋
はし

本
もと

照
てる

夫
お

 

  次期幹事 L 浅
あさ

野
の

弘
こう

一
いち

 

一 宮 中 LC 次期会長 L 松
まつ

岡
おか

孝
たか

典
のり

 

  次期幹事  未 定 

稲 沢 LC 次期会長 L 佐
さ

藤
とう

栄
えい

司
じ

 

  次期幹事 L 堀
ほっ

田
た

春
はる

樹
き

 

一 宮 東 LC 次期会長 L 森
もり

崎
さき

臣
しん

一
いち

 

  次期幹事 L 高
たか

橋
はし

丈
じょう

二
じ

 

稲 沢 緑 LC 次期会長 L 渡 邊
わたなべ

静
しず

雄
お

 

  次期幹事 L 平
ひら

田
た

光
みつ

成
なり

 

一 宮 LC 次期会長 L 伊
い

藤
とう

裕
ひろ

彦
ひこ

 

  次期幹事 L 立
たち

川
かわ

智
とも

浩
ひろ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計 168,000 
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第 1446 回例会報告  

と き 平成29年1月11日(水)12：15 

ところ 真清田神社 参集殿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スピーカー 真清田神社宮司 辰 守弘様 

 平成29年1月11日新年

祈願例会が恒例により真清

田神社でご祈祷・神楽・巫

女の真衣・会長の玉串奉奠

後、全会員がお神酒を頂き

神殿を後にした。 

参集殿にて例会、会長の

挨拶では今年にかける思い

を力強く語られた。L坂本 

毅を始め、年男のスピーチ

に続き、シェブロン賞30

年・20年・15年・10年の

14名方の表彰、また、100

周年記念会員増強賞を前会

長L石黒 薫が受け、GEPファシリテーター育成研修

会・クラブ講座修了証の伝達がL山中一史に行なわれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スピーカーの真清田神社宮司辰 守弘様より「神祭り

先祖祭り」のテーマにて、昭和16年の真珠湾攻撃の場

所で、日・米の両首脳が75年ぶりに花を手向けて犠牲

者を敬った話をされ、神仏を敬って感謝の気持ちを忘れ

ないよう次世代の子に伝えていかなければと思うスピー

チであった。 

最後にL佐藤正剛のローアで閉会となった。 

例会担当 指導力育成・出席委員長 阿部 勇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
当一宮ライオンズクラブに在籍 

50年以上の偉人が5名程いらっし 

ゃる。ただ尊敬するばかりである。 

50年と言えば年会費が、ざっと 

20万円として、なんと1千万円じ 

ゃありませんか。 

やっと15年目の私など、足元 

にも及びません。 

お正月早々、はしたない、金銭のことなど申し 

  まして…。もっと重要なことがありますのに。 

 

ささやかな輝き 

ダイヤモンドが二つになった。じっと眺めてい 

  ると、三つ目を想わせる。これって、その方向に 

持っていく策略なのであろうか。 

そこで思った。先のバッヂと付ける 

  と三つになる。 

他愛のないことを考える私である。 

            大島八重子 
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ＹCＥ生 山中一遵 

             派遣期間：12/18～1/8 

              派 遣 先：スロベニア 

 

 私は2016年12月18日から2017年1月8日までの
約3週間、ヨーロッパのスロベニアという国へ派遣させ
ていただきました。初めてのヨーロッパ旅行ということ
もあり、大変貴重な経験をさせて頂きました。心から感
謝を述べたいと思います。本当にありがとうございます。
この経験は私の人生の大きな財産になることでしょう。 

 派遣の前の説明会で、この派遣を通じてなりたい自分、
目標を語る機会がありました。私は自立した人間になり
たいという目標を立てました。完全にその目標を達成し
たとはいえませんが、一歩近づけたのではないかと思っ
ています。またそれだけではなく、人の温かさや思いや
りを知ることができました。やはり人は、人と人とのつ
ながりを感じて生きていく生物です。他者を通じて自分
という存在を感じられます。そのことにも気づき、コミ
ュニケーションの大切さも知ることができました。 

 スロベニアはイタリアの東に位置している国です。面
積は四国とほぼ同じです。人口は205万人、GDPも日
本の百分の一と、面積・経済的にも小さな国です。首都
はリュブリャナという街で、一宮市よりも人口は少ない
です。最近では、アメリカ大統領夫人メラニア・トラン
プがスロベニア出身ということでも話題になりました。 

 スロベニアへはフランクフルトを経由して行きました。
フランクフルトへは約13時間かかりました。手はず通
り向こうの空港会社の方が私を次の搭乗口まで案内して
くれました。とても大きい空港で、一人ではなかなか難
しかったと思います。空港で5時間待った後1時間かけ
てスロベニア、リュブリャナ空港へ行きました。ホスト
ファミリーとも無事に会えました。 

私は三軒ホームステイがありました。一軒目は9日間
いました。家族構成 

は、父(Roman)、母 

(Zdenka)、長女(Ziva)、 

長男(Vid)、双子の末 

っ子(Zala, Zoja)です。 

一軒目のホストファザ 

ー、Roman Buzetiは 

保険会社に勤めており、 

彼が住んでいる地区の 

ディレクターをしています。ホストファザーは私をいろ
いろな場所へ連れて行ってくれましたが、残念ながら私
が到着してからずっと霧がひどく、景色を楽しむことは

できませんでした。 

しかし最終日、私とホス
トファザーでスキーに行く
ことになっていましたが、
その日は霧が晴れてくれま
した。ただ晴れすぎてとて
も気温が高く、雪はほとん
どありませんでした。1コ

ースしか走る事はできませんでした。私達が行ったスキ
ー場はマリボルという所で毎年女子スキーワールドカッ
プが行われるとても有名なところです。 

実際傾斜が大きくとても難しいコースでした。 

 二軒目には6日間いました。二軒目は、Luka Horvat

という22歳の青年が受け入れてくれました。普段彼の    

家には彼の両親も住んでいますが私が滞在していた期間
はインドに旅行に行って会うことはできませんでした。

その代りの彼のガー
ルフレンドが一緒に
住んでいました。  

二軒目にはオース
トラリアの派遣生も
一緒に来ました。私
以外のみんなは英語
を流ちょうに話すこ
とができるので、会

話に馴染めず孤独感を感じました。しかしみんなは私と
話すときにゆっくり話してくれ、打ち解けることができ
ました。この家はみんな若かったということもありとて
も楽しく、特にハッピーニューイヤーの時は盛りあがり
ました。お酒はこの旅行中原則禁止でしたが、この時は
少し飲ませていただきました。この家はホームメイドワ
インを作っていてワインセラーも家にありました。本業
ではありませんが販売も少ししているそうです。 

 三軒目はPiranという街の近くの家でした。Piranは
スロベニアの一大観光地の港町です。イタリアとクロア
チアをこの街から見ることができます。三軒目は賃貸業
を営んでおり、旅行者用の賃貸もあります。家からは海
を見ることができました。またオリーブ生産も行ってお
り、表彰を受ける
ほど高品質なオリ
ーブだそうです。 

ここでは高校訪
問と市長訪問をし
ました。高校訪問
はやはり緊張しま
したが、好きなア
ーティストやたわ
いのない話をしていくうちに打ち解けることができまし
た。日本の高校生とそこまで違いはなく、言葉や文化は
違うけど考え方や感じ方は一緒なのだという印象を受け
ました。市長訪問では、市長は黒人で驚きました。スロ
ベニアとしても稀なようで、当選したときはかなり有名
になったそうです。 

 私がこの派遣を通じ
て得た経験は私のこれ
までの経験の中で最も
大きく、価値のあるも
のになりました。この
ような経験をさせてい
ただき本当に感謝して
います。私はこの派遣
で、人の喜びはコミュニケーションの中で見出せるとわ
かり、ライオンズさんのようなボランティア活動は大変
素晴らしいものだと気づくことができました。私も将来
チャンスがあればやってみたいと思います。 
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